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み
な
さ
ん
。
新
年
あ
け

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
国
土
交
通

省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
を

代
表
し
て
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン

は
、
１
９
９
８
年
に
結
成
さ
れ
、
今

年
で
24
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

間
、
管
理
職
員
と
し
て
仕
事
と
生
活

に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
、
や
り
が
い
が

あ
り
誇
り
の
持
て
る
仕
事
・
職
場
環

境
の
実
現
に
向
け
て
政
策
提
言
や

当
局
交
渉
に
奮
闘
し
、
地
方
整
備
局

の
３
年
連
続
の
定
員
増
、
昇
格
や
管

理
職
特
別
勤
務
手
当
、
定
年
関
連
要

求
な
ど
管
理
職
員
の
要
求
も
着
実

に
前
進
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

 

国
民
の
命
と
暮

ら
し
は
極
め
て

深
刻
な
状
況 

  

安
倍
政
権
以
降
、
内
閣
人
事
局
が

設
置
さ
れ
、
官
僚
支
配
の
強
化
、
政

権
の
意
向
を
第
一
と
す
る
官
僚
機

構
が
つ
く
ら
れ
、
憲
法
違
反
の
悪
法

が
強
行
さ
れ
、
森
友
・
加
計
疑
惑
、

さ
く
ら
を
見
る
会
、
総
務
省
接
待
問

題
な
ど
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
岸
田
政

権
は
、「
安
倍
・
菅
政
権
」
を
継
承
し

「
新
自
由
主
義
か
ら
の
転
換
」
「
新

し
い
資
本
主
義
の
実
現
」
「
成
長
と

配
分
の
好
循
環
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

デ
ジ
タ
ル
改
革
、
規
制
緩
和
、
行
政

改
革
を
セ
ッ
ト
と
す
る
構
造
改
革

を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
森
友
公
文
書
改
ざ
ん
で

自
ら
命
を
た
っ
た
赤
木
俊
夫
さ
ん

の
妻
・
雅
子
さ
ん
が
起
こ
し
た
訴
訟

で
は
、
何
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
よ

う
に
「
国
が
強
制
終
了
」
さ
せ
、「
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
検
討
」
を
岸
田
首

相
が
所
信
表
明
演
説
で
初
め
て
述

べ
、
本
予
算
と
合
わ
せ
て
６
兆
円
を

超
す
軍
事
費
を
補
正
予
算
に
計
上

す
る
な
ど
「
安
倍
・
菅
政
権
で
も
で

き
な
か
っ
た
よ
う
な
軍
拡
と
海
外

で
の
武
力
行
使
の
道
」
へ
足
を
踏
み

出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
で
は
、
国
内
感
染
確
認
か
ら
２
年

を
経
過
し
ま
し
た
が
、
新
種
の｢

オ

ミ
ク
ロ
ン
株｣

が
出
現
し
、
日
本
に

も
感
染
例
が
出
て
き
て
お
り
警
戒

を
強
め
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
経
済
対
策
を
優
先
す
る
あ

ま
り
「
ま
と
も
な
対
策
」
が
取
ら
れ

て
お
ら
ず
、
国
民
の
不
信
感
が
お
さ

ま
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
国
民
を
守

る
た
め
の
公
共
投
資
は
こ
の
30
年

間
で
唯
一
減
額
と
な
っ
て
お
り
、
国

民
の
命
と
暮
ら
し
は
極
め
て
深
刻

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

業
務
執
行
体
制

や
管
理
職
員
の

処
遇
は
、ま
だ
ま

だ
不
十
分 

  

職
場
に
お
い
て
も
、
国
土
交
通
省

を
め
ぐ
る
情
勢
は
き
び
し
く
、
仕
事

に
も
様
々
な
変
化
が
生
ま
れ
、
肉
体

的
、
精
神
的
労
働
強
化
が
進
行
し
て

い
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
「
体
制
拡
充
と
増
員
」

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
令
和
４
年
度

も
含
め
３
年
連
続
で
「
地
方
整
備
局

の
定
員
増
」
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
も

の
の
、
長
年
の
定
員
削
減
に
よ
る
長

時
間
・
過
密
労
働
が
常
態
化
し
て
い

ま
す
。
加
え
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
」
が

職
場
を
直
撃
し
、
心
身
と
も
に
健
康

が
蝕
ま
れ
る
職
員
が
急
増
す
る
な

ど
、
異
常
な
状
態
に
拍
車
を
か
け
て

い
ま
す
。
業
務
執
行
体
制
や
管
理
職

員
の
処
遇
は
ま
だ
不
十
分
な
状
況

で
す
。 

 

ま
た
、
２
０
２
１
年
６
月
に
定
年

延
長
に
か
か
る
「
国
家
公
務
員
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立

し
、
こ
れ
ま
で
原
則
60
歳
と
し
て

い
た
定
年
年
齢
が
、
２
０
２
３
年
度

に
60
歳
に
到
達
す
る
職
員
か
ら
段

階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
２
０
３
１

年
度
に
65
歳
に
な
り
ま
す
。
法
律

で
は
、
60
歳
に
達
し
た
職
員
の
給

与
に
つ
い
て
、
当
分
の
間
、
職
員
の

俸
給
月
額
は
、
職
員
が
60
歳
に
達

し
た
後
の
最
初
の
４
月
１
日
以
後
、

７
割
水
準
に
引
き
下
げ
る
と
し
て

い
ま
す
。
私
た
ち
管
理
職
員
は
、
役

職
定
年
に
よ
り
俸
給
の
特
別
調
整

額
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
年
間
の
給
与
水
準
が
５
～
６

割
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

ユ
ニ
オ
ン
は
、
昨
年
12
月
に
内

閣
人
事
局
や
人
事
院
と
交
渉
し
、
法

律
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
今
後
の
制
度
設
計
に
労
組
の
意

見
を
反
映
す
る
よ
う
追
及
し
て
い

ま
す
。 

 

【
裏
面
に
続
く
】 
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暖
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す 

  

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

「
若
者
も
高
齢
者
も
だ
れ
も
が
『
未

来
に
展
望
を
持
っ
て
』
安
心
し
て
働

き
、
生
き
続
け
ら
れ
る
社
会
や
職
場
」

を
つ
く
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

 

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
職

場
で
の
悩
み
を
共
有
し
、
共
に
働
く

仲
間
と
し
て
支
え
て
い
け
る
労
働

組
合
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
に

自
信
を
持
ち
、
共
通
す
る
産
別
・
国

民
的
課
題
と
結
び
つ
け
、
諸
要
求
の

実
現
の
た
め
「
み
な
さ
ん
と
と
も
に

奮
闘
」
し
て
い
く
決
意
で
す
。 

 

む
す
び
に
、
今
後
と
も
国
土
交
通

省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
に
、
職

場
の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
、
２
０
２
２
年

の
年
頭
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン 

中
央
執
行
委
員
長 

亀
井 

稔 

              

 

例
年
、
年
末
に
行
わ
れ
る

「
組
織
内
示
」
を
前
に
、
管

理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
内
閣
人

事
局
交
渉
を

12

月

20

日

(

月)

に
実
施
し
ま
し
た
。
交

渉
で
は
、
増
員
と
定
年
延
長

制
度
に
つ
い
て
追
及
し
て

い
ま
す
。 

 

増
員
の
課
題
で
は
、
長
期

化
し
て
い
る
災
害
の
対
応

に
要
員
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
を

訴
え
、
増
員
す
る
よ
う
要
求
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
職
場
の
実
態
に

基
づ
き
「
災
害
対
応
で
は
、
連
続
昼

夜
勤
務
が
２
～
３
日
続

く
勤
務
の
実
態
が
あ
る
。
」

「
民
間
の
労
働
基
準
法

と
同
様
の
国
家
公
務
員

に
も
連
続
勤
務
時
間
の

制
限
を
設
け
る
べ
き
」

「
職
員
は
使
命
感
を
持

っ
て
災
害
に
対
応
し
て

い
る
が
、
管
理
職
は
手
当

が
少
な
く
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
保
て
な
い
」
こ
と

を
訴
え
て
い
ま
す
。
特
に

職
員
全
体
の
健
康
を
守

り
、
長
期
化
す
る
災
害
対

応
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
勤
務
態
勢
が
組
め

る
要
員
確
保
を
訴
え
て
い
ま
す
。 

 

定
年
延
長
で
は
、
級
の
格
付
け
は
、

退
職
時
６
級
が
定
年
延
長
後
も
６

級
で
同
等
と
な
っ
て
い
る
理
由
の

追
及
で
は
、
明
確
な
回
答
は
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。 

も
し
、「
同
等
の
職
責
を
求
め
る
」
の

で
あ
れ
ば
、
管
理
職
員
は
『
役
職
定

年
』
で
「
課
長 

出
張
所
長
」
の
役

職
は
解
か
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
同

等
の
業
務
内
容
を
求
め
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
、

個
人
の
受
け
止
め
の
問
題
は
あ
り

ま
す
が
、
「
給
与
は
下
げ
る
が
同
じ

仕
事
を
し
ろ
」
と
言
う
使
用
者
に
と

っ
て
余
り
に
も
都
合
が
良
す
ぎ
る

運
用
で
す
。
ま
た
、
定
年
延
長
者
が

６
級
枠
を
使
用
す
れ
ば
、
課
長
・
出

張
所
長
の
６
級
昇
格
へ
も
影
響
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

今
ま
で
年
齢
別
人
員
の
不
均
衡

の
問
題
で
は
、
専
門
官
等
の
ポ
ス
ト

と
級
別
定
数
を
確
保
し
、
大
き
な
処

遇
低
下
は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
が
、
職

場
が
不
満
と
改

善
の
声
を
発
し

た
か
ら
で
す
、
職

場
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 「国民から期待の大きい職場。 

配慮・工夫し勤務環境改善に努力！」 
 

 去る 12 月 13 日、管理職ユニオンは、瓦林官房長と会

見を行いました。この会見は通常管理職ユニオンの大会後

遅滞無く行われるものですが、新型コロナ禍に配慮し、か

つ、対面で話し合うことを重視し 12 月の開催となりまし

た。 

 亀井管理職ユニオン委員長からは、(1)二年連続増員の

実感がない職場 (2)「働き方改革」に対するアンケート

結果 (3)60 歳以降の働き方等について、ユニオンとして

の考え方を示しました。 

瓦林官房長からは、冒頭「大きな災害も相次ぐ中、国民

の期待は大きい。配慮工夫しながら勤務環境の改善に取り

組んでいきたい」との回答がありました。要員確保の部分

では、定員法等厳しい状況はあるものの「国民から負託さ

れた業務である防災、復興業務の的確な執行に必要な要員

等組織の整備を図りたい」また、『働き方改革』での超勤

上限規制の問題では「特例勤務の実態等を把握し、検証し

ていく努力を行う」等の回答がされています。 

 時間の制約があり細かい点の確認は出来ませんでした

が、頻発した災害等の職場の大変さへの理解と、改善に向

けた姿勢が示されたのは成果です。国民の期待に応える災

害対応を健全に執行して行くには、地整から、各職場から

必要な要員を積み上げていくことが重要です。また、毎年

当然のように補正予算が配置され、それによる「特例勤

務」超勤等の解消・改善が必要です。 

 管理職ユニオンは各職場の実態を把握し、地方整備局に

実態を訴え、要員の充実と職場環境の改善を求めていきま

す。 

管理職ユニオン 

内閣人事局 


